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　北海道はいま、急速に進行する人口減少・高齢化や、経済や暮らしへの影響が心配されるＴＰＰ
問題への対応、電力の安定供給、安全で安心な地域交通の維持・確保など、将来に関わる大きな課題に
直面しています。
　一方で、アジアを中心とする外国人観光客の飛躍的な増加や、食クラスター活動の着実な進展、
再生可能エネルギーの普及拡大など、全道各地で未来につながる新たな動きが広がっています。
　いま北海道に必要なことは、景気回復の波を全道に押し広げ、国内外からの信頼や期待をチャンス
ととらえて飛躍への力にすることです。
　平成26年度は、こうした動きを一層広げるとともに、直面する課題にしっかりと対応し、将来に
わたって持続的に発展する北海道を築いていくため、「経済」「環境」「暮らし」の3つの柱に重点を
置いた取り組みを進めていきます。

直面する課題に対応し、持続的に発展する北海道を築くために

行財政改革の取り組みを、引き続き進めていきます

●歳入・歳出の構成

●重点的な取り組み

5,174億円
19.0％

4,888億円
18.0％

6,694億円
24.6％

3,079億円
11.3％

道民の皆さんや企業
などからの税（道税）

国が地方に
代わって集めた
地方の固有財源
（地方交付税）

国が集めた税収の一部を
地方に譲与する税等
（地方譲与税等）

7,323億円
26.9％

4,674億円
17.2％

3,958億円
14.6％

未来の計画、災害の復旧などの
ために（総務費・総合政策費・
環境生活費・災害復旧費等）

使いみちが
決められている
国からの交付金
（国庫支出金）

その他

道路や河川などの
ために（建設費）

3,956億円
14.5％

2,379億円
8.8％

1,963億円
7.2％

商工業など経済の
ために（経済費）

農林水産業のために
（農政費・水産林務費）

1,262億円
4.6％警察の仕事の

ために（警察費）

1,675億円
6.2％

道債など借入金の
返済（公債費）

教育のために
（教育費）

保健や福祉のために
（保健福祉費）

　こうした重点政策を推進していくためにも、しっかりとした行財政基盤を
つくり上げていく必要があります。
　道では、平成18年2月に策定した「新たな行財政改革の取組み」に基づき、職員数
の適正化や出先機関の統廃合、施策の見直しや歳入・歳出の徹底した見直し
など、計画的な行財政改革に取り組んできました。
　その結果、財政構造の改善は着実に進みつつありますが、道財政は今後も
なお収支不足の発生が避けられない見通しにあるため、引き続き計画的かつ
切れ目のない行財政改革に取り組んでいきます。

　平成26年度予算は、高齢化の進展や消費税率の引き上げに伴う社会保障
の充実などによって保健福祉関係経費が増加したことなどにより、昨年度と
比較して315億円増の２兆7,190億円となりました（一般会計）。
　なお、予算の編成段階において、さまざまな収支対策を講じましたが、収支
不足額の全額を解消する見通しが立たないことから、公共事業費の一部(国
直轄事業負担金80億円)の計上を留保しています。
　今後、予算の効率的な執行や節約などに努め、最終的に収支不足が解消できる
よう取り組んでいきます。

【特集】平成26年度北海道予算

クイズで知ろう北海道

Q.

答えは中面下に

このマークの
 意味は？

平成26年度予算の概要

1,039億円
3.9％

歳　入
2兆7,190億円

歳　出
2兆7,190億円

▶特集（平成26年度北海道予算）に関するお問い合わせは、道庁財政課 ☎（011）204-5030　ホームページ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zsi/index.htm

6,316億円
23.2％

借入金（道債）

臨時財政対策債
1,630億円　6.0％
その他の道債
4,686億円 17.2％

暮らし

環　境

経　済 本道の強みを生かす
「自立型経済」の実現

豊かな自然を生かす
「環境先進地」づくり

地域の絆と知恵を生かす
「安全・安心社会」の実現

直面する課題に対応し 持続的に発展する北海道を築くため

チャンスを飛躍への力に。
財政の健全化を進めながら、
未来の北海道づくりに取り組みます。
平成26年度北海道予算が決まりました。
道がこれまで取り組んできた行財政改革の概要とあわせ、
今年度の重点的な取り組みをご紹介します。
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「あなたの心にそっとふれさせてください」という思いがこもった「イランカラププテ(アイヌ語のこんにちは)」を北海道のおもてなしの合言葉として普及させるキャンペーンのマークです。クイズの答え

　消費税率引き上げに伴い、所得の低
い方と子育て世帯の負担を緩和するた
めに支給する予定です。
　申請先は平成26年1月1日に住民登
録されている市町村となり、詳しくは
市町村の広報などでお伝えします。

道南旅行の情報収集におすすめ

平成26年第1回定例会
（2/19～3/20）

▶議会事務局政策調査課 ☎(011)204-5691▶商工労働観光課 ☎（0138）47-9461

　ロシア連邦サハリン州は、宗谷地域
から海を隔ててわずか43kmの距離。
2つの地域を結ぶ国際定期フェリー
が、本年度も運航を開始します。

　サハリンでは、ロシア文化の香りが漂う町並み、
樺太時代の歴史的な建物、ロシア料理などを楽し
むことができます。
　皆さんもフェリーの旅で、日本に近い異国、サハ
リンに出かけてみませんか。

▶地域政策課 ☎（0162）33-2917

　知事から提案された予算案33件、条
例案80件、その他の案件46件の159
案件を原案可決、人事案件2件を同意
議決しました。また、議員及び委員会か
ら提出された会議案1件、決議案1件、
意見案12件は原案可決、意見案2件は
否決されました。
■可決した会議案の主な内容
●議員の報酬及び政務活動費をそれぞれ
　月5万円減額する措置を平成27年4月
　29日まで延長するための条例の改正
■可決した決議案の主な内容
●大間原発の建設に関し、国及び電源
　開発㈱は誠意を持って説明責任を果
　たすことや原子力規制委員会は安全
　性について慎重かつ厳正な審査を行
　うことなどを求める。
■可決した意見案の主な内容
●子ども・子育て支援新制度の円滑な
　施行を図るため、基準省令等の早期
　制定などを要望
●災害時多目的船の早期導入に向けた
　工程表の作成などを要望
●聴覚障がい者が暮らしやすくなるよう
　「手話言語法（仮称）」の制定を求める
●TPP協定への参加に関し、北海道の
　農林水産分野の重要品目の関税が
　維持されるよう要望
●小規模企業の振興に特化した基本法
　の早期制定などを要望

●公務員獣医師の給与上の処遇改善
　などを要望
●東日本大震災被災避難者への住宅
　支援の弾力的運用などを要望
●期末・退職手当が支給されない地方
　自治体の臨時・非常勤職員の待遇改
　善を要望
●東京五輪・パラリンピックに向けた
　環境整備、地域の取り組みへの支援
　などを要望
●ウイルス性肝炎患者に対する医療費
　助成の拡充などを要望
●過労死等の防止に向けた総合的な対
　策を行うための法律の早期制定を要望
●派遣労働者の処遇改善に向けた労働
　者派遣法の改正などを要望

～ホームページをご覧ください～
道議会ホームページでは、本会議の
日程や審議概要、会議録など、さま
ざまな情報をご覧いただけます。
次回定例会のお知らせ
平成26年第2回定例会は、
6月17日（火）開会予定です。

稚内からサハリンへ。
2014フェリー航路が運航。

　天塩川周辺の13市町村では、地域の魅力を
再認識し、訪れる人の理解を深めるため、セミ
ナーによる地域連携、モニターツアーでの魅力
創造、フェイスブックでの情報発信などの取り組
みを行っています。
　昨年10月からことし2月に実施した住民再
発見ツアーでは、周辺地域の住民同士がお互いを訪問、地域の隠れた魅力をレ
ポートにまとめて配布、インターネットでも公開しています。
　皆さんも「天塩川王国」の魅力にふれてみませんか。

北海道遺産にも選定された天塩川

▶地域政策課 ☎（0166）46-5914　▶テッシ・オ・ペッ賑わい創出協議会 ☎（01654）3-2111(内線3348)

天塩川賑わい創出プロジェクト進行中。

宗谷総合振興局
そう や

上川総合振興局
かみ かわ

渡島総合振興局
お しま

道内各地の
話題を
お届けします。

総合振興局・
振興局ニュース がいよう

北海道議会の概要などをお知らせします。

道議会だより

稚内・サハリン間を運航するフェリー

情報アプリ「みなみ北海道観光ガイド」配信中。

道からのお知らせ

お問い合わせは▶マークの窓口、
またはホームページへ。

赤れんが
ホッカイドウ競馬開催中
門別競馬場でナイトレースを楽しもう

自転車の安全な利用のために
自転車のルールを守りましょう

自動車税の納期限は
6月2日（月）です
忘れずに納めましょう

臨時福祉給付金・
子育て世帯臨時特例給付金
市町村で申請受付の準備中です 

北海道いじめの防止等に
関する条例
4月１日に施行されました

　自転車は便利で環境に優しい乗り物で
すが、ルールやマナーを無視した乗り方
は事故につながります。
　次の5つを守って安全に利用しましょう。

春の野山ではヒグマに注意
あなたが被害にあわないために

　日高町の門別競馬場では、11月13日
までの火・水・木曜日（一部の火曜日を
除く）、ナイトレース「グランシャリオ
ナイター」を開催中です。
　名物のとねっこジンギスカンを提供す
る飲食店なども充実、JR札幌駅から無
料送迎バス（予約制）も運行します。
　馬券は門別競
馬場のほか、場外
発売所Aibaでも
購入できます。熱
いレースをお楽
しみください。

　北海道森と緑の会が実施する緑の募
金は、台風などで被害を受けた森林の
再生、魚を育む森の保全、公園などでの
身近な緑づくりや森林環境教育などに
役立てられています。
　不用な本やCDなどを寄
付することでも参加でき
ます。詳しくはホームペー
ジをご覧いただくかお問
い合わせください。

　ヒグマによる人身事故の多くは、山菜
採りなどで野山に入ったときに発生し
ています。被害にあわないよう、野山に
入るときは次のことを守りましょう。

緑の募金運動にご協力を
5月31日（土）まで実施中です

●事前に市町村役場などで出没情報を確
認する。●野山には絶対に一人では入らず、
集団で行動する。●鈴や笛で音を出し、
人の存在をヒグマに
知らせる。●朝夕な
どの薄暗いときには
行動しない。●フン
や足跡を見たら、
すぐに引き返す。

　自動車税は、道内の金融機関、郵便局
のほか、コンビニエンスストアでも納
めることができます。
　納税に関するご相談は、お近くの総
合振興局・振興局、道税事務所にご連絡
ください。

▶(一社)北海道軽種馬振興公社
　☎（01456）2-2501
▶道庁農政部競馬事業室 ☎（011）204-5377

▶道庁森林活用課 ☎(011)251-3865

道税　問い合わせ 検索

ホッカイドウ競馬　 検索

北海道いじめの防止等に関する条例 検索
北海道 緑の募金 検索

みなみ北海道観光ガイド 検索

てっし散歩 検索

北海道議会 検索

▶道庁税務課 ☎（011）204-5061

▶道警本部交通企画課
　☎（011）251-0110（内線5061）

　児童生徒の尊厳を守るとともに、児童
生徒が互いの違いを認め合い、支え合い
ながら、健やかに成長できる環境づくり
のため、いじめの防
止等に関する条例
を制定しました。

▶教育庁学校教育局参事（生徒指導・学校安全）
　☎（011）204-5755 ▶道庁生物多様性保全課 ☎(011)204-5205

[基本理念、責務等]
●基本理念  学校の内外を問わずいじめが
行われなくなるようにします。
●道の責務  市町村がいじめの防止等のた
めの施策を策定し、実施する際、情報提供
や助言等を行います。
●学校及び教職員の責務  学校全体でいじ
めの未然防止や早期発見に取り組みます。
●保護者の責務  児童生徒がいじめを行
うことのないよう、規範意識や他人を思い
やる心を養うよう努めます。
●道民及び事業者の役割  児童生徒とふれ
あう機会を大切にし、見守るとともに、関係
者と連携し児童生徒が健やかに成長でき
る環境づくりに努めます。

[自転車安全利用五則]
1  自転車は、車道が原則、歩道は例外
2  車道は左側を通行
3  歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
4  安全ルールを守る
　 ・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　 ・夜間はライトを点灯
　 ・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
5  子どもはヘルメットを着用

厚生労働省の問い合わせ先
☎（0570）037‐192
▶道庁福祉援護課☎（011）204-5267
▶道庁子ども未来推進局 ☎（011）204-5237

臨時福祉給付金 子育て世帯
臨時特例給付金

●対象者：平成26年度
分の市町村民税が課
税されない方（ただし、
自身を扶養している者
が課税者である場合な
どを除く）
●支給額：対象者１人
につき1万円
※老齢基礎年金などの
受給者には5千円を加算

●対象者：平成26年
1月分の児童手当・特
例給付を受給し、平
成25年の所得が児
童手当の所得制限限
度額未満の方
●支給額：対象児童
１人につき1万円
※臨時福祉給付金と
併給調整

白熱のナイトレース

緑の募金チラシ

6月2日（月）～9月24日（水）運航期間

　渡島総合振興局では、道南の広域観光情報発信のひとつ
としてスマートフォン対応アプリを配信しています。
　道南4エリアの観光・温泉・宿泊・グルメ・体験観光情報
をはじめ、周辺スポット表示機能、ナビゲーション機能、スタ
ンプ帳機能を搭載しています。
　旅のパートナーとして、ぜひご利用ください。
アプリはApp Store 、Google Playで配信

　本会議では、代表質問4人、一般質問
30人の議員が道政上の諸課題について
活発な議論を行いました。主な質問項
目は次のとおりです。
　行財政運営、原発・エネルギー政策、北
海道新幹線、HAC、国家戦略特区、鳥獣
対策、スポーツ振興、地域医療の確保、少
子化対策、雇用対策、観光振興、中小企
業対策、新たな農業政策、道産木材の活
用、水産物の消費拡大、大規模施設の耐
震化、暴風雪対策、学力向上対策、いじめ
問題、教育委員会制度 など

アイバ

渡島

上川
宗谷

地域の特性を生かしたエネルギーの地産地消、森林資源の循環
利用、地球温暖化対策に取り組むほか、水資源や
多様な生態系の保全、エゾシカなどによる
被害対策を進めます。

北海道の食や自然、観光などの優位性を生かし、「アジアの食の拠点」を
目指す食産業立国、世界に誇れる観光のくにづくりを進めるとともに、
成長するアジア・ロシア極東との交流拡大に取り組むほか、地域を支える
産業力の強化を進めます。

子どもを生み育てやすい環境づくりや高齢者・障がい者の
安心の確保を進めるとともに、「自助」「共助」「公助」による
地域防災力の向上などに取り組みます。

豊かな自然を生かす「環境先進地」づくり

本道の強みを生かす「自立型経済」の実現

地域の絆と知恵を生かす「安全・安心社会」の実現平成26年度
北海道予算

〈主な重点政策〉

新たな発展への追い風を呼び込み、
将来に希望をつないでいきます。

▶特集（主な重点政策）に関するお問い合わせは、道庁政策局☎（011）204-5130　ホームページ

●海外の国や地域のニーズに応じた戦略的な誘客の促進や、外国人観光客の
　受入体制の充実に取り組みます。

●アジアをターゲットとする体験型観光など、
　地域の魅力を生かした満足度の高い観光地
　づくりを進めます。

●平成28年春の北海道新幹線開業に向け、
　東北や北関東でのPR活動を展開するほか、
　開業効果を全道に波及させるカウントダウ
　ン・プログラムに取り組みます。

●新エネルギーの導入目標を踏まえて、バイオマスや小水力など再生
　可能エネルギーの導入支援に取り組み、エネルギーの地産地消を
　進めます。

●冷涼な気候などを生かした環境配慮型データセンターや先進的な
　植物工場など、環境・エネルギー産業の振興に取り組みます。

●二酸化炭素の吸収源となる森林の整備や道産木材の安定供給、
　木質バイオマスエネルギーの利用など、森林資源の循環利用を進め
　ます。

●家庭などでの省エネ行動の普及・定着や、道有施設での照明のLED
　化、産業廃棄物の排出抑制などの地球温暖化対策を進めます。

●自動車や食関連機械産業などものづくり産業の振興をはじめ、地域を支える
　中小企業・小規模事業者への支援、地域産業の担い手の育成に取り組みます。

●農林水産業の競争力強化に向け、担い手への農地集積、
　農業法人設立への支援、ニシンやマツカワ、ナマコなど
　海域の特性に応じた栽培漁業を進めます。

●魅力ある自然や食、産業の強みなどを組み合わせて北海道のブランドイメー
　ジを高め、海外販路や誘客の拡大につなげる「クール・HOKKAIDO」の取り
　組みを進めます。

●ロシア極東との交流基盤を生かし、食や健康、エネルギーなど社会的課題の
　解決に向けて、企業参入の促進や相互交流などに取り組みます。

●北海道の地理的優位性などを生かして、物流ネットワークづくりや交流拡大を
　図る「北東アジア・ターミナル構想」を進めます。

●水資源や森林など豊かな自然環境の保全・継承と、多様な生態系の
　保全に取り組みます。

●各地に被害が広がるエゾシカやヒグマに加え、アザラシやトドなど
　海獣による農林漁業への被害対策に取り組みます。

世界に誇れる観光のくにづくり

自然共生社会の構築

成長するアジア・ロシア極東との交流拡大

地域を支える産業力の強化

アジアの食の拠点を目指す食産業立国の推進

低炭素・循環型社会の構築
人口減少・高齢化を見据えた安心社会づくり

強靭な北海道づくり

●道民の防災意識の向上を図る防災教育、災害時の拠点施設
　の耐震化、太平洋沿岸をはじめとする各地域の津波対策
　など、総合的な防災・減災対策を進めます。

●原子力防災対策の強化を図るため、緊急時対策拠点と
　なるオフサイトセンターの体制整備や関係機関と
　連携した防災訓練などを進めます。

●リスク分散を重視した本社機能移転や企業の誘致
　など、バックアップ拠点の形成に取り組みます。

●周産期医療体制の確保や待機児童解消の取り組みなど、子どもを安心して生み
　育てることのできる環境づくりを進めます。

●子どもたちの学力・体力の向上やいじめの防止など、学びの環境づくりを進めます。

●高齢者の地域包括ケアシステムの構築や認知症対策の推進、障がい者の自立支援
　に取り組みます。

●医療従事者の確保やドクターヘリの拡充といった救急医療体制の充実など、地域
　を支える医療対策を総合的に進めます。

●集落対策など持続可能な地域づくりや地域交通ネットワークの確保、犯罪防止
　対策を進めます。

●北海道の豊かさの象徴であるアイヌ文化や縄文文化の発信のほか、
　国内外のスポーツ大会で活躍できる選手や指導者の育成など
　スポーツを通じた地域づくりを進めます。

主な取り組み
主な取り組み

主な取り組み

※HACCP=食品の製造過程における品質管理システムのこと。

特 集

新函館（仮称）駅の完成予想図
提供／鉄道・運輸機構

道産品輸出用
シンボルマーク　

●地域特性を生かした6次産業化や新たな
　市場ニーズをとらえた研究開発・事業化、
　世界に通じる食ブランドの磨き上げなど
　道産食品の付加価値向上に取り組むととも
　に、北海道独自の食品機能性表示制度の
　普及拡大や輸出の拡大に向けた取り組み
　などによる、食の総合産業化を進めます。

ＨＡＣＣＰ認証マーク

●消費者への適切で迅速な情報提供を進め、HACCP※の考え
　方に基づく自主衛生管理の導入促進に取り組みます。また、

北海道米や道産小麦をはじめと
する地産地消、食育を進めます。

環　境

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/ssa/ssk/juten-index.htm

食品機能性表示制度
認定マーク

経　済
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発寒北商店街振興組合
【札幌市】

はっさむ きた しんこう

広報紙「ほっかいどう」 検索

シュフー 検索

●掲載記事の関連ページ、広報紙アンケート
　結果、広報紙のバックナンバーなどの閲覧
　は下記からアクセスできます。

次号のお知らせ

※人口は年4回公表される統計資料に基づき直近のデータを掲載しています。
もと

北海道の人口
平成26年3月末
前年同月比

総人口  　
5,416,711人
27,596減

男  　　
2,560,881人
14,185減

女  　　
2,855,830人
13,411減

7月号は7月9日（水）
から配布予定です。

広報紙「ほっかいどう」は、チラシ検索サイトのShufoo!でも閲覧できます（5月号は5/21～24）www.shufoo.net/お 知 ら せ

この印刷物は環境に優しい植物性インキと古紙配合率70％再生紙を使用しています。
本文には見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

えつらん

シュフー

　べつかい乳業興社は、昨年9月に根室市アジ
ア圏輸出促進協議会が開催した商談会に参加
し、10月に看板商品のアイスクリーム120
個(50ℓ)をベトナムにテスト輸出しました。
　少量では困難だった輸送コスト問題も、根
室産のサンマなど海産物と一緒のコンテナ
に載せることで解決。良質な生乳が主原料のアイスクリームは濃厚
でコクがあり、ホーチミン市の日本食レストランでの評判もよく、
台湾や中東地域への輸出も検討しています。
▶お問い合わせ　㈱べつかい乳業興社 ☎(0153)75-2160

根室市での商談会がきっかけで
ベトナムにアイスクリームを輸出。

　商船として江戸時代から日本海を行き来し
ていた北前船。その歴史的資源が集積する江差
町下町1.1㎞を道は平成元年「歴史を生かす
まちづくり」のモデル地区に指定。江戸時代の
町並みを残す「いにしえ街道」が整備され、江差
町歴まち商店街協同組合も誕生しました。
　当初は数軒だった加盟店も、現在は30軒ほ
どに増加。歴史を見直す意識も高まり、街道沿い
の店主や住人が、先祖から伝わる話や昔の生活
道具などを掘り起こし、訪れた人々にも楽しんで
もらえる「百人の語り部」活動を企画。「着物語り」「写真語り」、ひな人形にまつ
わる「ひな語り」など、数多くのイベントを開催しています。

●当選の発表は
　発送をもって
　かえさせてい
　ただきます。

海外に発信中の取り組みや、自慢のおもてなしをご紹介。

広報紙 ほっかいどう 2014年5月

函館の中学生に歴史を伝える
「百人の語り部」活動

デイサービスやレンタルスペースを備えた
「にこぴあ」

　物販中心の商店街から地域コミュニティーの
担い手として進化し続けている発寒北商店街。
地域通貨を利用したエコ活動やボランティアを

はじめ、つけもの教室や子育て支援カフェなどの世代間交流に力を入れています。
　地域住民の高齢化が進み、水漏れや家電の修理などを引き受ける「ハツキタ
くらしの安心窓口」を開いてサービス業を充実。
住民の要望に応えて、商店街として全国で初め
て介護機能を備えたコミュニティー施設「にこ
ぴあ」を開設、4月から要支援・要介護者を対象に
3時間で入浴もできるデイサービスを始めてい
ます。介護スタッフも地元住民で「顔見知りだか
ら安心」と好評です。

江差町歴まち商店街
協同組合【江差町】

●応募方法 ： アンケートの答え、住所、氏名、年齢、
　電話番号、本紙への意見・感想を記入の上、ハガキ、
　パソコンまたは携帯サイトでご応募ください。

●応募先

●応募期限 ： 6月20日（金）必着

〒０６０-８５８８（住所不要）
北海道広報広聴課
「北海道おいしいプレゼント！」係

ハガキ

パソコン 携帯サイト

広報紙「ほっかいどう」 検索

応募いただいた方の個人情報は、当プレ
ゼントの発送以外には使用いたしません。

アンケートに答えて道産品を当てよう！
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次のアンケートにお答えください。

広報紙「ほっかいどう」5月号は

わかりやすかったですか？

①わかりやすい ②ふつう ③わかりにくい

抽選で
50名様

ちゅう　せん

北 海 道世界 北海道

商店街 語り部 商店街 福祉
ふく し

地域住民の要望に応えて
全国初のデイサービスを開始。

江差ならではの交流ができる
「百人の語り部」がおもてなし。

抹茶味が大人気

ほっかいどう
発 見 伝 ！

アイデア
きらり

おおいしい

プレゼント!
おいしい

プレゼント!
㈱べつかい乳業興社【別海町】

と

　江差町は北前船の商人が往来していた
時代から外との交流が得意なまち。「百人
の語り部」はガイド用のマニュアルづくり
ではなく、先祖から伝わる話を自分たちの

言葉で語り継ぐ活動です。歴史の専門家でなくても、ここに
は越中（現在の富山県にあたる）の子守唄で育った人や、江戸
時代の道具や風習を受け継いで暮らす人がいます。
　最近は若い組合員も増え、昔ながらの花嫁行列や長持唄を
披露する機会も復活。年間5、6回は中学生の研修を受け入れ、
ご高齢の語り部もいきいきしています。

江差町歴まち商店街
協同組合理事長

室谷 元男さん

発寒北商店街
振興組合理事長

土屋 日出男さん

ひとつになろう！

　 大型店やコンビニが増えたいま、商店街
は買い物する場所だけでは生き残れませ
ん。町内会や学校などと連携しながら、地域
コミュニティーの担い手としてできること

を考えるうちに、増え続ける高齢者の要望が重要だと気付きま
した。住宅のリフォームや相続に関することまで、商店街が窓口
なら安心だという声が多く、そこから発展したのが今回の介護
サービス。前例のない事業ですが、子どもから高齢者まで住み
やすいまちであり続けるために、地域の声に耳を傾けます。
▶お問い合わせ
　発寒北商店街振興組合「にこぴあ」事務局 ☎(011)624-5768▶お問い合わせ　江差町歴まち商店街協同組合 ☎(0139)52-0531

北海道ならではのチャレンジ精神で、
新しい価値を生み出す取り組みを紹介します。

しょうかい
商店街
編

別海町

江差町
札幌市

田中酒造（株）の「魔法の
一滴 本みりん」（500㎖）
をプレゼント！北海道産
もち米を使用し、丹念に
仕込んだ“飲むみりん”で、
北のハイグレード食品
2014に選定されています。

目指すは観光地ではなく、
地域住民とふれあえるまち。

地域の声に耳を傾けて、
商店街も変わらなければ。

ね むろ

じ まん

べつ かい

けん そくしん

いっしょ

のうの こう

まっちゃ

とうちゅうたい わん

はこだて

かい さい

き かく

けん

かい どう

こうれい

ふっひ ろう かつ

はなよめ ながもちうた

ことちゅうえっ やま もりうた

れんけい

し せつかい ご

え さし こた

かた べ

きた まえぶね

おとずほ

むろ や もと お

とく い

つ

かたむ

つち や ひ で お

ぶっぱん

にな

し えん

みず も

じゅうじつ

ま ほう

いってき

し こ

たん ねん

ほ
く

と

おう ぼ ねん

こう こうちょうほう

れい

けいたい

も
ん
べ
つ


	1405_kouhou_1.pdf
	1405_kouhou_23.pdf
	1405_kouhou_4.pdf

